


愛知県における神経芽細胞腫のマス・スクリーニング検査は,昭和 56 年 6 月から実施にう

つされた。 

方法は,名古屋市が一部地域において昭和 49 年から実施し,かつ実績をもつ名古屋市衛生

研究所の開発となる Dip 法を用いることとした。Dip 法の詳細は文献にゆずる。 

県下で段階的に実施することとし,昭和 56 年度の初年度は県下のセンター保健所

(A,B,C,D)に実施希望保健所 2か所(E.F)を加え 6保健所管内からはじめることとした。 

6 保健所管内の昭和 55 年における出生数は合計 20,888 人で保健所別では最少 2,032 人(E

保健所)から最高 4,666 人(B 保健所)である。 

検査は各保健所の試験検査室でおこなうこととし,受診率の比較的高い 3 か月健診におい

て,口紙(3 枚),ビニール袋,返送用封筒,説明書(資料 1)を保健婦による説明とともに手わ

たし,生後 6か月ごろオムツに口紙をはさみこみ,ロ紙に尿をしみこませた上でロ紙をビニ

ール袋に入れて保健所に送付してもらうこととした。 


